
平成２３年度事務事業評価調書
平成２３年度作成

番号

1
1
1
1

1

003 平成 年度 平成 年度

成果
指標

②

統合前または名称変更前の事業名

23年度
目　標

区分

（事業を実施する際、根拠となる法令・条例・規則・要綱等の名称をすべて記載してください）

22年度
実　績

（事務事業の実施目的を具体的に記載してください）

（事務事業の実施成果を具体的に記載してください）

成果

指標の推移

単位

地域子育て支援拠点（ひろば型）事業

保健福祉部

平成２２年度
実 施 事 業

事務事業名

部　名

主要な施策

小分類 地域での子育て支援

①　子育て支援センターの整備・充実
事業終了年度

実績値

目標値

区　　　分

2,800

26年度
目　標

2,400 2,800
①

24年度
目　標

25年度
目　標

目標値 2,800

施策

　ＮＰＯ法人登別自然活動支援組織モモンガくらぶによる委託事業
　富岸町内会の協力を得て『富久寿園』内で毎週火・木・土曜日の午前１０：００から１２：００/
午後１３：００から１５：００開設（※祝祭日・年末年始（12/31～1/5）を除く）

　＊ひろば開放日 のべ利用人数（６月から３月）　　親・１,５８８人　子ども・１,９５０人
　　活動内容－絵本の読み聞かせ、育児相談、自由あそび

　＊子育て勉強会 参加人数（６月から３月）　親・８３人　子ども・８１人（託児）
　　活動内容－月に1回開催　講師を招き子育てに関する情報の提供を行う・・・小児救急救命講座など
　
　＊出張子育てひろば 参加人数（６月から３月）　親・１０９人　子・１４４人
　　活動内容－月に１回開催　市内のいろいろな場所で体を動かすことを目的に主に外あそびを実施

区分 名　　　　称
やさしさと共生するまち
安心して子どもを生み育てられるまちをつくる節

章

子育ての不安と負担の軽減

事務事業の目的と成果

事務事業番号 事務事業コード －

一般会計会計種別

２２事業開始年度11111003

地域子育て支援拠点（ひろば型）事業予算書上の事務事業名

グループ名 子育てＧ

根拠法令等

手
段
（

事
業
の
内
容
・
活
動
）

　子育て中の家庭を対象に気軽に集い、語り合い、交流を図る。また、育児相談などを行う場
の提供を通し育児の支援を行う。

　児童福祉法

目的

（目的を達成するためにどのような手法で行うのか、事業の概要を具体的に記載してください）

　子育てへの負担と不安軽減の緩和を図り、家庭において安心して子育て・子育ちができる環
境づくりの一部を担うことができた。
　また、民間委託で実施の利点を生かし、市民目線にそった柔軟で迅速な対応により、市民
サービスの向上が得られた。

人利用者数
2,800

実績値 3,538



名称

名称

名称

名称

名称

成果はあがっていま
すか？

成果があがってい
る

0

◎
少し向上させるこ
とができる

成果があがって
いる理由、あが
らない理由はな
んですか？

成果があがらない

　１日の利用定員を親子１０組程度として
いるが、利用者は定員を上回っている状況
である。◎

どちらかといえば
あがっている

 ３．事務事業の成果向上について

0
0

 ２．事務事業の成果について

千円（参考）
上記事業を実施する上で
必要となる人件費

 １．事務事業の妥当性について

今後も市が事業主体
として実施していく
ことは妥当ですか？

◎妥当である

職　　員

担当グループによる事務事業評価の内容

167

0

171

千円

合　　計

臨時職員

担当グループによる評価

24年度
見込

2,860

24～26
年度
8,580

26年度
見込

0

5,318千円

維　持 備考

総合的な評価（当該事務事業の方向性）　

　平成２２年６月から平成２５年３月まで
民間委託としているため現時点でのコスト
の削減は難しいと考える。

◎ 削減できない

　現在、『ひろば』の活動は開設場所のほ
かに、出張子育てひろばとし月に１度市内
の色々な場所でひろば開設をし、勉強会も
行っている。Ｈ23年度からは、亀田記念公
園管理棟を利用したひろば活動の実施等さ
まざまな広がりをみせている。

 ４．事務事業の経済性・効率性について

向上させることは
できない

成果を向上させるこ
とはできますか？

大きく向上させる
ことができる

どのようにして
向上させます
か？
向上させること
ができない理由
は何ですか？

成果を落とさずにコ
スト（予算や人工、
所要時間）を削減す
ることはできます
か？

削減できる
どのような方法
でコストを削減
しますか？
削減できない理
由はなんです
か？

千円 171

7,398

167

6,405合　　計

千円
一般財源

その他

千円事業の
財源内訳

道支出金

地方債

千円国庫支出金 次世代育成支援対策交付金

単位区　　　分

妥当である理
由、妥当ではな
い理由は何です
か？

　本事業は、国の補助事業であり、子育て
支援の施策には欠かせない。

千円

4,538

7,3987,398

4,538

2,080 2,860

23年度
当初予算

22年度
決算

6,405

事業費の推移
25年度
見込

維　持

妥当ではない

嘱 託 員

左記の評価
を選択した
具体的な理
由（根拠）

　市内における子育て世帯を最も多く抱える同地区の子育てニーズに答えるた
めにも本事業の継続は望ましいと考える。

22,1947,398

4,538
0

13,614

2,860

※評価の種類
　◆拡大（事務事業の規模や経費を拡大し、これまで以上に強力に推進する事務事業）
　◆維持（現状の対象や目指す姿、手段などに変更が無く、今後も実施する事務事業）
　◆改善（現状の手段や経費などを見直し、成果指標の向上等を行う必要がある事務事業）
　◆休止（暫定的に休止する事務事業）
　◆終了（当初から決められていた事業期間が終了または成果品等が完成し、目的を果たした事務事業）
　◆廃止（当該事務事業の予定を変更し、廃止する事務事業）

0


